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晦和4　0年度　業務報告

ま　　え　が　　さ

昭和4 0年度は高度経済成長のアンバランスに上るといわれる不況から苦しい一年でした｡昭

和4 1年度下半期に杜景気は回復するといわれていますものの.この危境を切bぬけられた各企

業の努力に牲敬服するものがあわせす｡

現在の敦賀県下の機械金属業界を概観しますと.県の工業開発計画に上れ東海道線沿線およ

び名神高速道路沿線に新しい工場が沢山見られるようになbました｡そして潮南地区に紘鍛造や

糾加工業が盛になってきました｡また彦根地区には歴史あるバルブ産業が盛んで.不況とはhl

いながらも昭和4 0年には5 4億円の生産額があ9.鋳鉄弁では8本の重要な･yエアを占めてい

ますQ

しかし‥県下ではまだ塾虹･歯車加工･熱処理や鋼幹物などの工坊が少なく.触金属工

業としては調和のとれた形態とはhh軽い状態ですo費琶湖東辺が.これら横根金属工業全般に.

調和のとれた工業地帯となることが希望盲れますoこのためには新旧の各企業間の相互の疎通を

はかる必要があると考えられます｡

昭和4 0年度の当初の業務を振りかえって見ますと､彦根地区のバルブ事業の材質お上び分析

試験が相変らず多くの件数を占めていますoこれらは水道弁や舶用弁などが多いことから由来し

ています｡また銅価格の急肝による代替材料の研究が業者で熱心に行なわれ､ステyレス鋼の加

工や熱処理をどの問題が浮び上って来ました｡

)　今年喪の如新設備として臥琵琶湖周辺に精密加工が盛に郎つつあ少ますので.三井精機

R製万能廟敢軸定巷を設置し､搬向上-の一助としました｡また.バルブ企業の中堅技術者に

上って生産技術研究会を槻し.辞習会や見学会などの活動を行ない､問題点の解明や広い視野

の育成に次升に軌道にのりて参少ました｡

当所は彦根移設以来5ヶ年を経過しました｡その間試験業務にはある程度の設備もととのht

したが､まだ研究樹導態勢が十分であb Tiせん｡今後.これらの面に拡充し業界a)間傍点の解決

に役立ちたいと考えています｡各界各位の御鞭榛と御後表をお願いする次升です｡

ここに.昭和4 0年度の業務をまとめて報告します｡

所長　　i　花　経　一　郎
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1　依　頼　業　務

1_1材料就散 
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ー＼--ー＼_月別 種別､ーー-､､ 件数 釘ﾒ� ��7月 嶋ﾈ��9月 ����n月 免�ﾈ���S2�1月 �(ﾈ��3月 佗b�
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1-3　　分　析　試　験　脚
ー表別､jhm44晋 劔I l 5月-6月 兩!旦 113 白�以��l l 9月 亦���ﾈ��l lュ月 ��(ﾈ��1年 1月 �(ﾈ��3月 苓��X��"�ﾇb�

化 学 �ｲ�ｮr�件数 ���R�112 ��3b������70 210 3 6 塔R�83 ��"�69 免ﾂ�119 ����C��

成分数 �3cr�318 的�r�454 鼎SR�塔�Bﾒ�B�301 8 ��291 28 鼎#�� 鼎�C�R�

分 節 價ﾒ��2�件数 �2���1 1 迭�1 ���剴����R�31 �����

成分数 剴r�2 �����b�21 ���50 唯�35 ���
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秦 意 佇��B�1 劔2 2 ����� �� 劔8 
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分　析　粥　換(B)　　　　　　　　　(セメyト降下煤塵分析)
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1-4　　頼　義　鏡　試　験
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1-5精密加工 
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妹依頼試験の内主体となす材料試験と材料分析を年度別に示すと下記の別であるo
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2　　指　導　業　務
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実地指導 迭�6 釘�5 �2�3 姪��5 �2�1 ��1 �3��
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研削砥石の選択について ���i 釘� ��1 ��� �� ��1 唐�

X砥石の形状について ��1 ��之 ���1 ��1 ��3 ��� 湯�

研摩機種の選択について ��� �� ��1 �� �"� �� 釘�

鼻面仕上について �� ��� �� ��� �� ��1 册"�

機械基礎について ��1 免ﾂ��� �1 ���1 �� 唐�

下請のための工作鶴巻選定について ��2 ��1 �� ��� �� �"� 澱�

切削速度に?いて ���2 ��1 ������a ���a ��� ��R�

切削刃物材の選択について ��1 ��� ��� 價��1 � �� 途�

熱処理歪について ���1 ��1 �"�1 ��� ��1 �� 唐�

ダクタイル鋳鉄について ��2 ���1 ��� ��1 ���1 ���1 ����

セメント鋳型について ���1 �� ��� �� �� �� �2�

精密鋳造について ���1 �� �� �� �� �� 價��

鋳鉄の内払応力について �� ��� ��� �� �� �� �"�

材質鑑定について ���1 ��2 ��� ��� ���2 �� 免ﾂ�

汚水分析について 僞b�tq ���1 �� �� �� ��a 免ﾂ�

石炭.コークス熱量について �� ��a ���1 �� �� �� 澱�

機械取直について 唐� ���a ��1 �� �� ��1 唐�

鉄鋼表面硬化につVlで ��2 �� �� ��� ��3 �� 澱�

金属印刷について ��� �� ��1 �� �� ��1 唐�

其の他 釘�1 ���4 迭�6 唐�2 ���1 迭�a 鼎��
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2-2　　実　地　楯　導

本年度も昨年度に引続き次の5項目を実地指導の重点事項として指導したo月別回数蛙次の通

少であるo

圭∴it　---;
2-8　　遠　国　　類　書

実地指導の5項目の関連事項を巡回指導した月別回数は次の通りである｡

F:

i .虻.酷
2-4　　技　術　耕　習　会

日 俎X蹣kﾂ�

弘田菓井製作所技師 

とコスト 大阪府立工業奨助館 

機械加工部長安首茂 

ハステ? �� 三菱金烏鉱業札 
三浦技師 

あ9万に �=h棠�Xｧxｻ8��
小倉栄-那 

開催月日

9.　21

2→5　　工　　場

40.　6. 25

40.　8. 27

40. ll.　5

題　　　　　　目

タフトライド法説明
I L　　　　　　-t一一1--　　-　--∫ -一･一一一･･一一日-▲･ I

鋳鉄･鋳造技術講習会
~~~~`▲･.~　一一一一1-　一一　一　一一　一　一一一一一▼一･一一一一　一一_ _.._

高級鋳鉄について

機械加工技術講習会

切削技術講習会

見　　学

脚数
株式会社大阪工作所

折衝防壁牡
日本熱処理工業株式会社

槻杜
株式会社大隈鉄工所

(7)

講　師　名

日本熱処理工業粗
岸　本　　浩

J-　-▲-- A-　一一一1--　--､･一一l･一一1-▲一一一一_

当所　々長立花絶一郎
近哉大学数標石野　手
ぺ-　---一一一一--- -▼■一一一一-I-------一一I_

敦賀県立短大助教授
渋　谷　俊　一

-一一一一･･一-･ --一･一一一一一一-一一一･一▼一一■･ -1 -　　　_メ

大阪府経営合理化協会
赤木専務理事外1名

住友貢捷夫外1名

豊田自動綴
!

住友電気工業EL

佐藤氏外1名

1 6名参加

2 0名参加

15名参加

頻氏外】_名



3　研　究　業　務

切削標準の設定に関する研究

辻　　　　久　男

高炭素クロム軸受錦(SuJ乏)の旋削作業

1. tえが幸

横根縦の向上､鰻性の増大･自動化の鯛な発達にともなってます柑加工蹄の向上が

要求紬ているoこの-技術の中でも切削加工櫛が大部分-めてか9､あらゆる機械金属

功で常締われているものであるo従ってその博の適香仕-僻や-の縦に大き表彰

酌もたらすものであるo Lかし乍ら県下の中小工-於てViYF-準又は之に近い傾基準を

もって切削加工締っているLB-んどTrく･現-鼻の経験と勘に頼っている状態であ畑

導を望む声が高まっているoそこで切削-する研究を-ている触紳所の竹山雛始め各

技官の楢をうけ-球状化酎マ./Lた高炭素クロム軸受釦つき溜-具を用いてそのフラン

ク摩耗及びすく噸摩齢跡することにエ踊摩紛らみた寿命曲終び寿命方程式を求める

ことによって最適細グレード.刃部形恥送り･切込み､切削-の甑を選択せんとし鳩

巣について述べるo但しこの紡-する結果机上謝料の旋削作業条件の目安を与えるもの

であって.実郎各現-於て桝の条件､被削材の多少の相-済性･生紐皮等の轍性

に応じ調宅を要することはもちろんであるo

a　釈　放　方　法

本実験の内容は大別して次の5つであるo

o最適グレー順折に関する試験: 8種のグレードに対して

o最適刃部形状(主として凍すくい角)欄する試験:最適グレード1種に対して

｡送別忙関する試験　‥　最適グレード最適刃部形状について

o　切込みに関する試験

o　切削標準表の設定

上記各項帥いずれも工具のフラン絹耗とクレー婚耗の両者を追跡し.それらがそれぞれ

一定の値鴫したときをもって･それぞれの摩耗形式上岬た寿命とhL､それによって寿命曲

線･寿命方程式を求めて′ミラメーター間の比較検討を行った0

本実験における装置および条件を列挙すれば次の通bであるo

試験用旋盤:株式会社新潟鉄工所製45N硝8尺旋盤(85肝誘瀦動*･
バイエル無段階変速横付)

(8)

†･

工　具　寸　法

頑硬グレード

al一之rJ工S )

Tat)10 1の8種

T a I)i e

tit-I ~Lt=l∴ ‥十-ll=::二二:-I::.I

工具刃部形状: (0, ∀ar, 6, 6, 15, 15, 0.7)ただし本記号は前すくh･

横すくい･前逃げ･梼逃げ･前切刃･横切刃角(d10g)および刃先

ノーズ半径(dJr)の僻で示す｡

切　　込　　み　: 1.5肘

送　　　　り: 0･8mm/rev

切　　削　　剤:乾　式

被　　削　材:高炭素クロム軸受鋼(SuJ2)で球状化焼ナマシ状態のもので､寮

度は中央部で192-197HB　外周部で192-201加　平均

搬196HB ｡分析試験結果はTat)1e　畠に示先

rllablo a　　被削材分析表(SuJa)

-~二一-- -

被削材寸法

寿命判定基準

cr i Ni

一丁

0･r伽l l･3町
-　_　｣　_-I⊥___

145棚¢×650励

竜硬グL/-ド選択試験.刃部形状選択試験､送b効果の試験および

切込み効果の試験において.フランク摩耗寿命に対してはフランク

摩籍幅が最大0.4紺.クレータ摩耗寿命に対してはクレーク摩耗深

さが最大0.1加のときをもって寿命とした｡しかし作業標準表につ

いては､フランク摩耗寿命については0,a, 0.3榊のa通bKつき

またクレーク摩耗寿命については0.価, 0.08, 0.10Jmの3通bと

した｡なおフランク摩耗寿命について0.4JlJrを除いたのはブラyク

摩耗幅が0.4hENに達する前にchipping　をおこす場合が多いた

めである｡

切削試験は長手切削で途中数回ないし十数国工具を取外してプラy

ク摩耗幅を津上製作所の工具巌徽鏡で読取れクレーク摩耗深さは

小坂製作所の触針式仕上両験磯の触針を走行させて5 00倍率でク

レーjZ摩耗の横断面に於ける進行状態を求め.切削時間とクレーク

摩耗最大深さから寿命曲線を求めた｡

(9)



3.実　験　結　果

3 .1最適超硬　グ　レードの選択

高炭素クロム軸受銅( suJ乏)の旋軌に於ける工具寿命よりみた最適超硬グレードを選択す

るため印1, Plo, Plo-, Plo+, P10′, P20, P20-, L410の8種の超硬グレード

を用LJlて切削試験を行い.フランク摩耗寿命曲線とクレータ摩耗寿命曲線から最適超硬グレー

ドを選択した｡

この時の工具刃都形状は(0, 5, 6, 6, 15, 15, 0.7 )で送少O.3冴#/rev切込み1.5

相である,.

Fig lはフランク摩耗寿命曲線で.これLJtよるとPIO+が一番良い値を示しついでPIO･

plO′, POl, PIO~, P孟O, P2O-, MIOの頓となるo十方クレー一一ク摩耗寿命曲線は-

Fig丑に示した通9であって. Plo+, Plo, poュ, PIO′, plo-, P20, P201,

MIOの塀とな少.高炭素クロム軸受鋼(suJ2 )に於てはplO+が非常に優れているとい

える｡

o o oc)　oD S!　oA｢5つL■1ー

(tzTTLLi^t)封聖flB昏

ここ亨定三二_∴テ-I

L ~　∴-:--:三㌢き章車二

1　　2　5　45占　8 10　　20　50405060

工　具　寿　命(min)

Figl　各種超硬グレードにおけるプラyク摩耗寿命

曲線

寿命判定基準: vB′ -0,4

刃部形状く0, 5, 8, 6, 15, 15, 0.7) ■

送少:0.31才　　切込み:1.5書書

(u患)髄鞘芸界
nU nU

0 nU4　ZJ

o o　班C,D2　　1　1

Fig B　各種海硬グレードにおけるクレーク摩耗寿命

曲線
寿命判定基準:KT -0.1加

刃郭形状:(0, 5, 6, 6, 15, 15, 0.7 )

送b :0.8mn/rev　切込み:1.5hFq

(10)

隻

Fig3はフランク摩耗が0.脚

の時の寿命曲線である∩ここで

100の場合だけ線がねてきてい

るが､これはフランク摩耗に対

してクレータ摩耗が早(進行L

chlpping　を起こす煩向が

強く､例えば切削速度200nAb

の時100が一番下に来ているが

これはフランク摩耗幅が0.4〝

に希ったのではを(､まだ0.17

しか進んでいないのにchi評i唱

したためであるo参考のためフ

ランク摩耗幅が0.2Jrqの時の寿

命曲線を示せばFig4Dように.

をb.梼すくVl角100の場合

が一番よいことがわかる｡しか

しFig6　でわかるように横す

くい角1 00の場合はchippi喝

をおこす事が非常に多く､実際

3･2　最適刃部形状の選択

3･1の結果高炭素クロム軸受錦(S一一lJ 2)に対してはplO寸が最適であることがわかった

ので.これを用いて刃部形状を(0, Tar, 6, 6, 15, 15, 0･7)す紬ち横す(h

角をパラメートにしてト50, 0ロ, 50, 100)の4通柁変化- 3･1と同断鰯

すく絹の選択試鮎行ったo送約3mhyrt･V切込み115棚乾式長手切削で3 ･1の時と同

じであるo紬･横すく絹50については3･1の時のP10-のデータ-をその昔絹いた｡l

顎二_､
nU nU nu nV4050　20　　0

■ーLU

(uTtuA)髄滞宗昏

工具寿愈(min)

Fig 3各種横すくh角-けるフランク摩耗寿命曲線

寿命判定基準= vB'=0.如R,

超硬材種: plO十

刃郡形状川var. 6, 6, 15, 15, 0.7)

送り:O･3m/rev　切込み.･1.5市布

(trTd盲)世甥TlB昏

=　具　寿　命(虹n)

Fig4　各種横すくい角におけるフランク摩耗寿命曲線

寿命判定基準　va′=0.2m

切削条件はFig 3に同じ

-~　　　I J I l_

20　5040　608D1　　2　5　4　56　810

nU nU nu nu
4 050　祖　　ー

(u豊地類妄昏

工　具　寿　命(mih)rr r~　〉〉ーU

Fig 5　各種横すくい角におけるクレーク摩耗寿命曲線

寿命判定基準‥KT -0.1抑　超舞材種: plo+

芸警警警昌弘TJVar, ;,iA6J:5i. 51霊o･ 7 '

(ll)



の使用紬間酢ある〇一万Fig 5は--婚-命曲線で､これで蛸すくh角50の場

合が凋よく在っているo以上のことからして高炭素クロム軸受釦切削-横すくい肝

が適しているo

(u-,uLydt)地類表罫

工　具　寿　命(血n)

Fig6　横すくい角10〇にかけるチッt='ング寿命曲線

切削条件はFig aに同じ

a.3　送　少　の　影　響

高炭素クロム軸受鋼(SUJ 2 )-する最適-グレーrPIO+を用いL刃部形相0,

5, 6, 6'15, 15･ 0･7 )切込み1･5mのとき.送りと工具寿命の関係を詞べた括那

ついて述べるo

Fig 7楯送り蛸するフランク摩耗寿命曲線-しているoただしこの時の斡鴨基

準ViO･a郡であるoさらにFig8は各軸純対するクレー婚締命曲線を示しているo

このときの寿命判定基郎0･18万であるQ以上の結果からわかるように送梢力は那フラン

ク摩締命およびクレー絹締命とも減少してくる｡ Fig 9は6 0分寿命紬ける切削速

度と送少の関係-したものであるoこの酌見てわかるように･釦の小帥剛フランク

摩締命が早く送は大きく怒るとクレー硝締命の方が早く来る事がわかるo夜硝畑

′j､帥時( f<Otlg-/rev )のクレー婚耗-先---来るので･ここにあげたクレ

-絹締さだけで判断するの-険であるo Fig l縦送- 05茄*/revの時と014hm/rev

の時のクV-ク摩耗を示すo

(uTtHA)魅瑚コ#昏
1日U nU

4Dro

(u nUnu nU
2　　　　　1

∴ - -:-- :-I - -:i--:-_

. 0.D5 VrE)V
o 0 tl　　　〝

x o,2　　P

A0.4　　〝

ロ0.8　　u

工　具　寿　命(血n)

Fig7　各種送りにおけるフランク摩耗寿命曲線

寿命判定基準:VB′-0･8JJ超硬材種:plo+

刃部形状:(0, 5, 6,6, 15･ 15, 0･7)

切込み:1.5nn　乾式

(lB)

(TI恵)観潮コ妊昏

工　具　寿　愈(凪in)

Fig8　各種送bKかけるクレータ摩耗寿命曲線

寿命判定基準: KT -0.1肘

切削条件その他はFig了に同じ

o o o o ロos S
1〇2

(tITuでb)観照rt虹昏

0　1　2　　5　4　　5　　8　7

送　　　り(滞サ/rr-:fV-)

Fig 9　6 0分寿命における切削速度と送9の関係

送り:0.0588　　　送り:0.4珊

刃配掛れ繍　＼＼､ I/

Fig12クレーター摩耗断面図　　　　　　　　　　　　　　　　'

8.4　切　込　み　の　影　響

切剤速度.送少にくらペ工具寿命に及ぼす切込みの影響は非常に小さいものであるo FiglO

仕各種の切込みにおけるフランク摩耗寿命曲線で.これを見てわかるように切込みによるフラ

ンク摩耗寿命への影響はほとんどをいといって良いぐらいであるo Fig llは各種切込みにか

けるクレータ摩耗寿命曲線で､切込みによるクレータ寿命がわずかにあらわれているoしかし

切込みを大きくした場合には.最初のくいつき時に大きな力がかかるためChipping蛙

ずる原因に在るので断続切削の時は考慮が必要であるo

Fig 18及びFig 14は6 0分寿命にかける切込みの影響を示すo

く13)



し-br

(-zTTtu/17)敏確h恕昏

二､_--

工　具　寿　命(nin)

Fig lO　各種切込みに於けるフランク摩耗寿命曲線

憩鮒種: PIO十
刃部形状‥(0, 5, 6, 6, 15, 15, 0･T)

送り: 0･3m/rev
(tTTtlP)牧瀬rlH昏

‡

_ ::=1-:寺き-_∴∴ ;- :_:･

!艶割哩廟
工　具　寿　愈(mirl)

Fig ll各種切込みにおけるクレータ摩耗寿命曲線

切肖煉件その他はFig lOに同じ

切込み　　打方

Fig 13　6 0分寿命にお･11る切込みの影響

vB′=0.4棚(フランク摩耗寿命)

切肖煉件その他はFig lOに同じ

( li一)

(u患【)髄琴賢
150

nU nUnu　8■.tt

切込み　　REm

Fig14･クレータ摩柑こよる60分

寿命のときの切削速度と切

込みの彰辞

KT-0.08

切削条件その他はFig 10

に同じ

-　　■l■,t,r!1-1-I.f.･'･･).更･h■　し　1　.h二N　■　..I

4.　括　　　　　　静

1.高炭素クロム軸受鋼(SUJ 2)の旋削における頼硬グレードはplO+が最遠であるo

乱　刃部形状は横すくい角5Oがよい｡

3.送bの影辞に関してはフランク摩耗に対しては送bと一定時間切削速度との関係は一次関

数的に変化しクL,-タ摩耗に対しては指数関数的に変化する0

4.切込みの影啓に関しては.切削速度.送bの影響にくらべ非常にわずかであるo　フランク

摩耗寿命について壮わずかに変化が見られる軽度であるD

5.送9が小さいとき( /く0.1JThr)や切込みの小さいとき( ,j<0.5hW)の時の工具寿命に

ついてはを卦研究を要するo

(15)



4-　職員技術研修

4-1　辞学会･研究会

開　催　場　所
ヽ__I_-　一　､-　　　-I-　-　--　　､---▲　　-　■　▲

大阪府立工業奨励館

理学電楼工業tL

大阪市升-生命ビル

項　　　　目
■一一-一一一　--I一l-一一1-. ll---I-----■-L

出　席　者

三言志主二言;-;_B≡~妻

c o2研究会

関西分析研究会

久　男

c o2研究会

大阪府下京都大学原子炉見学

大阪市大手前会館
_--一一-L-一･･一･･･■■一一一一･･一一一　　　一一-.

大阪府立工業奨融解

大阪市立工業研究所

工業技術院機械試験所

工業技術院東京工業試験

大阪市大手前会館

-L一一1--L-一一--.---日､一一-L--▼一一一一･一　1ー~

c o2研究会

花総一郎

公害防止に関する講習会　凍施勝輔
チL'二二l_ニー:I:二二二二㌧ i----･-I-十一一~--~~~---Ptー~-~

解加工法の講習会

析技術共同研究会

0 02研究会

斉　田　堆　介
.一一一一　　　　　一■ ---IP

布　施　勝　挿

三井精機工業uL 冓ﾉEﾉ�ｩ+x��y8+x.侈H�4板�斉田堆介 _一一一一一一一一一.}一一一一-一一.I一一.一..■.-- ��969�ﾉ&｢�J9V8+x+t｢�

東京芝浦電気大阪支社 大阪府立工業奨励舘 大阪市沖-生命ビル 岐阜県立金属試験場 大阪府立工業奨励舘 佗XﾏXuﾙ�ﾈ,亊h+x.侈H�2�

分析化学特別研究会 ,一一･･.一一一■一一一一･･.l･..l･.....-rL-■~▼.▲ co2研究会 

立花給一郎 

熱処理技術研修 �(h�(�Eb�

col研究会 凛x扎ｸｸ自��

4-a学 開催月日 儿停�､ｨﾜ8�ｨ��8ﾈｹ��X檍ｾ��鞏驅�ｨ��ﾊHｸh���Xﾞ8�8ﾞ9��8无5��学会.部会名 偬��逸"��蒔X耳耳爾闔ｨ耳耳耳蒔X耳耳耳耳����憙ﾞ案ﾒ�

一､一一一一一一一一一.-一一一･.-..--■▼.■-.◆~ 金属部会､鉄鋼協会 

40年 4.4-4_9 5.10 

近工連.化学部金 玉業技術連絡会酵連合部 亂ﾓvｸｸｹ/豫B�eyT�ﾛ)�驟��

5,19- 5.21 5.17㌻19 �8ﾈｹ靉X6ﾙnXｺHﾜ����8ﾈｹ韜�ﾋ倩靈���韋ﾋ��｢� 了i ′産業公害部会 凛x扎ｸｸ自��

近工連､横械金属部会 近工連総会 �ﾘﾞ案ﾒ�
5.al 和敢山県工業 _一一一.■･.･..-.■-.■･■一一一一.一一一･.-〟 大阪諸 .一･..一一一■一･一一一一一一一･.-■-..-.ー 决■-■一一一一一一一一一一一一一一一一■一･.一一.-ー■一一一･･.･..一一~▲ 立花稔-節 

6.2- _6.4 _一一▲■■一一一一一一一一一一一一一一■-..■..一一■一一..l■- 

i"W･ミミY.-･ ･･････‥r

大　阪　市

∫

大阪市桜の宮会館

兵庫県立工業奨励額

東　京　都

京都大学関電記念館

大阪府立工業奨励舘

ミノノしタカメラ研究所

京　都　大　学

京都府立中小企業楕導所

大阪市立工業研究所

大阪通産局

近工連化学筋金

近工連総会

近工連化学部会(工場排水)

近工連機械金属部会

工業技術連絡会東経金

目本分析化学学会

ゲージ持廻測定報告会

日本分光学会

日本材料学会

立花総一郎

〟

古　野　明　義

斉　田　堆　介

立花総一郎

義　介弘男明　雄敏成野　田井田古一斉席上

妨鼻佐太郎

近工連機械金属部会　　　!辻　　　久　男

近工連化学部会

近工連　連絡会読

皇轡,,{貿
坊鼻佐太郎

5　　新　設　機　器

昭和4 0年度に於て日本自転車振興会エb補助金の交付を受け下記機器を設置した`-

6　　規 模

6-1　所在地　　彦根市岡町5 2番地　TEIJ彦根(074･qB) 2-2325

(いえ　　土　地　　　8.4･00. 7777f

6-3　建　物　　本　館　　567. 5371!様式(鉄筋コンクリート補強ブロック平星)

別　　館　　348. 42〝t　〝　(　J･'　　　　　　　　)

倉　　庫　　　54. 72 7d　〝　〔コンクJJ-トブロック平監トタン直税)

所長公舎　　59. :317 ′Jll '] (LGSプレ-ブ平屋建)

建坪箆計　　　　L L'･'川. :14 ′･1㌦

(17)



6-4　　人

主事補　Z　技師補

8　　予

8-1L　　歳　　　　入

算

7　　組

所　長一一一

10　I l　1　　　3

織

一一庶務係一一一一一一---一一--･-一一一一一一一-庶務.会計･入寮

[
.｣1-.≡

隻画企.刺

講習会･見学会計画

指導企画

ト備付機械等具の使用に拙する蒸

し試験成績表の交付

開放試験室･機械加工技術･剖竃技術

材料強度試験･非破鼻紙験

ジグ水--ラ加工

-冶金郡--一･鋳造技術･鋳物砂試験･熱処理技術

｢化学分析･機器分析･発光分析
化学部---1

L燃料分析･公簿分析

(18)

L指導係-

｢1　n

弓を　日

(Lg)

15･ 527･ 0仰J日5･ 38乳493



役務費 ��
～-"～NT i �,ｩ�ﾘ暮L�N��

手数料 

使用料及び ��

賃借料 

備品購入賓 ��
--A 費 �� 

旅費 ��

需用費 ��榎iN��

` i ｢I

名　　　　至　　　境･t, I-.　　　:f･　　;　　瑚

工　業　用　Ⅹ　線　凍　傷　故l
･一一､-------L-　_.--ー　____　_　‥ ,_　__　__　一.　　_　一.__..._________｣

高　府　政　誘　導　電　気　炉
一一･･一一一一･一･･■　-.･･l■一一----　1 -----　--　-I-･-I一一--一一▲･-　一一-■-+

電　　気　　マ　　ッ　　フ　　ル　　炉

炭　　　窒　　　化　　　炉

物　　砂　　試　　験　　機

2　00KV P王J5皿A

HM-35　8-Ce81　8/山nlin

SiAF-1包型　13KW

950-1.OuOcC　2OOx50UX150

9　主　要　設　備

旋

電　子管式万能材料試験　機

シ　ャ　ル　ビ　ー　衝　撃　試　験　機

プ　リ　　ネ　　ル　　硬　度　計

シ　　ョ　　ア　　ー　　硬　度　　計

金　属　摩　耗　試　験　機

島津製　RE註型　30も
_　__---　t--L-----------▼t-一一一-　-I

5栂m
I I  ---▲-▲~

油圧手動式5 0 0-3.0 00怜

D　型

西原式圧縮荷重　0-25O柑

ゝlノ

J
･ト

1

万　能　微　量　定　量　分　析　装　置

自　記　ポ　ー-　ラ　Ll　タ　ラ　7

分　　光　　分　　析　　装　　　濃

工　　　具　　　廟　　　徴　　　鏡

艶　　　面　　　頻　　　度　　　計

ア　ム　ス　ラ　ー塑万能材料試験機

ア　イ　ゾ　ッ　ト　衝　撃　試　験　機

｡　ッ　ク　rFj　エ　ル　密　度　計

ピ　ッ　　カ　　ー　ス　密　度　計

疲　　　労　　　試　　　験　　　機

万　　能　　金　　庫　　顔　　教　　鏡

金　　属　　試　　粁　　研　　磨　　機

高　周　改　連続　移　動　焼　入　装　置

テ　　　　ン　　　　ノ､　　　　　　　　　炉

性　　試　　験

ロ　ー　タ　ッ　プ　試験用定時蘇芳

断　　　熱　　　熱　　　量　　　計

ガ　　ス　　分　　析　　装　　置

p H　　　メ　　　　　　　　タ

鉄鎖中の　C . S定量分析装置

プ　　ロ　12　　ク　　ゲ　　ー　　ジ

照　　　射　　　測　　　徴　　　計

ゾ　　ル　ト　パ　ス　電　気　炉

万　　　能　　　研　　　削　　　盤

粘土分　通気性　万能強弱　水分

CM一之塾　検休量8-5mg

RP-a塑　交流ポーラログラフ装置付

qL-17O型　2.000-8,00fJoA

縦軸　横軸　25jm

福島式H F型

30t

75hg〃Z

荷重100-150柑

荷重S-50柑

小野式最大曲ゲモ-メント　800柑-Cnl

RME型X40-乳400

｢連式直径1 80nhu a段変速

被処理最大長さ　5 00m/皿径30m/m

600oC　200X200X3OO

ジヨミニー

12箇掛1/岳fP

燃研式　改長B型

o()-1之0型

硝子電極　HM-5A型

47, 76, 108個組B級

b BS-tfi OとこW　　900℃

lil uQ25-50
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ll
万　　　能　　　投　　　影　　　機

牧野製作所製(〕 -ヰOJ_ti_]

三井精機工業iE.敬:寺号塾

≡正製作所製　rTLl-64型

小坂研究所製.r二lj-['型

N rT王5　-10lA孝j

具　　研　　削　　盤万　　能　　工

ジ　グ　車　ク　リ　盤

研　　　削　　　盤

検　　査　　機

探　　勝　　機

負lf〕　職

郎　治　1　夫　郎　郎　輔　弘　勇　飛　夫　介　男　義　之　司　夫
一　　　　　太　太　　　　　　　　　　　　　　　　　　知

忠　鋲　菅　　　　　勝　敏　　　　成　雄　久　明　倖　英

総修佐異花部場中出　鼻施井　崎EE田　野出口藤立　宮　馬　田　塚　坊　布　藤　森　河　上　斉　辻　古　中　桓　佐
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所　　　長

庶務係長

主　事　補

嘱　　　託

用　若J:5　邑

指導係長

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　　　師

師　師　師　補　捕　縛

師　師　師

技

技

技

技

技

耗


